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人員（人材）の確保について。
コーチの賃金、及び会費について。
保護者負担の増大と生徒とのコミュニケーション（すみわけ）はどの様にするのか。

今後（アフターコロナ）の経済対策について
農業者に対し肥料代や飼料代及び農薬等に補助金の用意はあるのか。
コメ以外の作付けについての指導はどの様にするのか。

質　　問　　事　　項　　及　　び　　要　　旨

1 5 富永 志郎

公共料金（水道料金）の値上げについて
近隣市町村（阿波市、板野町、石井町）の現状と水道会計の健全性について。
主たる値上げの理由（なぜ？）。
景気動向を判断し、部分的に値上げする方法は考えていないのか（基本料金と超過料金について）。

公立中学校の部活動について
土・日（休日）は地域にゆだねる理由。

商工業者に対し、補助金（給付金）の創設の予定はどうか。

2 3 前田　忠道

空き家対策について
上板町空き家等の適正管理に関する条例について

泉谷川の管理について
泉谷川の親水公園横の小川の管理について
前谷橋下流の堆積土砂及び雑木について

鳶谷川の管理について
上流の堆積土砂への対応について

地すべり地区の見直しについて
ため池等が破堤した場合の対応について
町道の管理について

3 10 柏木 美治代

地方創生臨時交付金（原油価格・物価高騰対応分）の活用
原油価格や物価高騰で生活困難となっていて暮らしと営業に深刻な打撃を与えている。
事業者支援金の創設を。

住宅だけでなく空き店舗リフォーム補助事業の創設を。（石井町で上限50万円で実施）
国保税、子どもの均等割減免

今年度から就学前の均等割が半額負担になったが、７才から18才まで延長した場合、該当する人数は。
７才～18才以下にも範囲を拡げて半額免除を。その場合、町負担４分の１で予算が
いくら必要か試算をしてほしい。

保育士の処遇改善

特に、肥料・飼料・燃料費の高騰のため、農業者や畜産業者への町独自の支援策を。
学校給食費助成を、物価高騰に直面する保護者への負担軽減を。
（６月議案書に予算化されている詳しい内容を教えて）

住宅リフォーム補助事業
受付が５月13日までとなっています。申請者数は。
地域経済対策として有効だが、受付期間（4/1～5/13）が短すぎる。もっと延長しては。

農業の現状について
コロナ禍において飲食店の休業等により農業等の第１次産業は厳しい状況を迎えている。
基幹産業である農業を本町としてはどのように考えているのか。
現在、ありとあらゆる物が値上がりしており農業においても資材の高騰が懸念されている。
本町としての対策を検討してみてはどうか。

新型コロナワクチン接種後の後遺症について

保育士と幼稚園助教諭に国費金額負担で１人あたり9,000円の賃上げが実施されたが、
９月までとなっている。10月以降は国・県・市町村が３分の１ずつとなるが、ぜひ継続を。

4 2 坂東　泰幸

プラスチック資源循環促進法の施行について
プラスチック資源循環促進法が４月から施行され、プラスチック製品等の分別回収が自治体としても
努力義務化されたことについての今後の方針についてはどう考えているのか。
リサイクルセンターの用地買収にあたり今後は当センターを利活用していくとしているが、
この度の補正において改修設計案が提出されているが、将来に向けた改修となるのか。

防災・減災対策について
町内12ヶ所のため池はハザードマップを作成し、貯水量、決壊時の浸水想定をしているが、
防災・減災対策は講じているか
上板町が管理者となっている池の数量、池の規模（貯水量）、所有形態は、
何時から管理することになったのか？
上板町が管理しているため池の防災・減災対策は？

ワクチン接種から１年以上が経過し新型コロナの感染状況も全国的に落ち着いてきましたが、
一方では接種後の後遺症が報告されるようになりました。本町においてはどうなのか。

5 12 乾　　崇

町内観光資源の開発について
イースト徳島観光推進機構の旧吉野川周遊船ルートの調査結果について
第十樋門と下流の旧吉野川両岸の河川敷へ桜を植樹して遊歩道を作り
「桜並木、菜の花畑公園」として観光開発する件について
大山山頂に展望台を作り登山客を誘致する件について

令和4年度予算編成に係る新聞報道について
6月補正予算の事業の中で、国庫補助金に係る事業以外の一般財源を充当する事業は3月予算
編成時には想定できなかったのか
6月補正予算で人件費を増加させているが要因は？

町内への移住者数について
新聞報道で町内への移住者数が、2020年17人に対して2021年54人と大幅に増加しているが要因は？

補正予算でため池同時決壊時の浸水想定区域図作成業務委託料を計上しているが必要性は？
法定外公共物の取扱いについて

高志川全長約3,000ｍの内、上流約1,000ｍは上板町が国に申請して法定外公共物として
国から譲与された経緯は？
下流2,000ｍの所有者は？

財政運営について
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6 11 安田 孝子

コロナ禍、ウクライナ危機の長期化の影響で原材料高・燃料高による物価高騰で
食品の値上げも止まらない中、学校給食等の現状と今後の対応について

今年度に入り学校給食の食材費・燃料費の値上がりは、どの様になっていますか。
さくら保育所において食材費・消耗品等の値上がりはどの様ですか。
これからも７月以降次々と値上げがありますが、給食費の値上げは、どの様に考えていますか。

物価高騰による年金ぐらしの高齢者対応について

ボランティアの熱心な方々が「子ども食堂」の勉強会を実施いたします。講師の方にお願い
いたしますが、講師の謝金も事業（子ども食堂）化していないので、出すのはむずかしいという
回答だったと伺っています。課長答弁では、未来を担う大切な子供たちが健やかに
成長していけますよう、県や他町の動向を注視して行きたいとの答弁でございましたが、
その後の対応策をお伺いいたします。

リサイクルセンターの改修と限りある資源を有効に繰り返し使う循環型社会の推進について

食品の値上げラッシュが止まらず、家計も負担感が増す一方です。これからも、加工食品にとどまらず
商品8,000品目～10,000品目の値上げが報じられている中、高齢者の年金ぐらしの方々の中には
物価高騰でくらしに不安を感じている人もいますが、対応策については、どの様にお考えでしょうか。

子どもの居場所づくり「子ども食堂」の開設について（令和４年３月議会質問後）
子どもの居場所づくり「子ども食堂」についての質問をいたし、必要性を十分に説明いたしました。
その後、行政として何らかの対応を考えて下さっていますか。

していないにかかわらず住民に十分周知して意見を聞き対応していただきたい。
課題はたくさんあると思います。

子ども議会の開催について
コロナ禍から３年となり、学校でのタブレット活用、社会では働き方をはじめとして
状況も変わっています。このことから、上板町の未来を担う子ども達に、多様で率直な声を聴き、
魅力ある住みよい町の一助とするため、中学生を対象とした子ども議会の必要性を感じていますが、

現在のリサイクルセンターは、改修が予定されて新しいリサイクルセンターとして今後設置されると
思いますが、平成３年には廃棄物処理法の改正と再生資源利用促進法、平成12年には循環型社会形成
推進法（３Ｒの推進）、本年４月にはプラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律が施行され
ています。私くしは、このことを踏まえ、上板町として新しいリサイクルセンターの活用策を
考えていただきたいと思っているところですが、コンセプトについてお伺いいたします。
今後、現在の分別収集がどう変わるのか（ごみ集積所は今まで通りか？）支部に加入している、

避難情報の伝達方法は
線状降水帯予報での安全対策は

公用車使用時の安全運転対策について
安全運転管理者の業務は
点呼時のアルコールチェックと記録保存は
アルコール検知器の設置は

行政の考え方、やる気はいかがですか。

7 8 青山　紘一

ウクライナからの避難民受け入れについて
ウクライナからの避難民受け入れの考えは
ウクライナからの避難民受け入れ時の生活費用は
生活支援は

防災対策について
新たな避難情報の周知徹底は

法定外公共物（赤線）の管理について
法定外公共物（赤線）はどのように管理しているのか。
機能を喪失している法定外公共物（赤線）はどのようにしているのか。
無断占用されている法定外公共物（赤線）はどのようにしているのか。

8 6 岩野　角雄

学校給食について
幼稚園、小学校、中学校の現在の給食費（いつからか）
学校給食の個人負担（給食費）と公費負担の内訳（違い）
昨年度と今年度の５月の１食当たりの食材購入費（主食、副食、牛乳）の比較
昨年度と今年度の５月の特によく使用する食材の購入価格の比較
物価上昇による影響は？献立に支障はないか？
給食費の補助


